
 

  災害に備えるとは           

 校長 福住 淳巳 

 長い夏休みが終わり、学校に子どもたちの元気な声が戻ってきました。 

しかし辛いことに、今年の夏休みの間には、熊本地震や千葉県での豪雨災害など、改め

て自然災害の恐ろしさや、災害への備えについて考えさせられる出来事が起こりました。 

熊本地震による地面の亀裂や続いている断水、千葉豪雨の後の放置されている自動車な

ど、衝撃的な場面をいくつも見ました。 

災害は、いつ、どこで起こるか分からないとよく言われますが、近年は、これまでの経

験や想定を超えるような大雨や台風、線状降水帯などによる災害も増えています。「これ

まで大丈夫だったから、これからも大丈夫」とは言えない時代になっています。学校教育

においても、防災教育や防災意識を高めることが、これまで以上に重要です。 

 学校では、「安全な場所へ避難する」「自分の命を自分で守る」といったことを繰り返し

指導しています。しかし、防災について考えるとき、もう一歩視野を広げることも必要で

はないかと考えさせられました。それは、災害が起こった後の生活を考えておくことです。

災害から身を守ることができても、電気や水道が使えなくなったり、道路が通れなくなっ

たり、自宅に戻れなくなったりすることがあります。避難所での生活が長く続くこともあ

ります。食料や飲料水だけでなく、必要な薬や生活用品、情報を得る方法、家族との連絡

方法など、普段の生活ができなくなったときに何が必要なのかを考えておくことも、大切

な防災の一つだと、今回改めて思わされました。子どもたちにも、「地震が起きたらどう

する」「大雨が降ったらどこへ避難する」ということだけでなく、「避難した後はどんな生

活になるだろう」「家族と離れてしまったらどうするだろう」「困っている人がいたら自分

には何ができるだろう」と考える機会を持たせたいと思います。災害について知り、想像

し、自分にできることを考えることが、防災への意識を高めることにつながります。 

 また、防災は学校だけで完結するものではありません。地域の方々とのつながりや、家

族で日頃から話し合っておくことも大きな力になります。「家族が離れているときに災害

が起きたら、どこで待ち合わせるか」「避難するとしたらどこへ行くか」「家の中で危険な

場所はないか」など、ぜひご家庭でも話題にしてみてください。特別なことをするのでは

なく、日常の中で災害について考える時間を少しずつつくることが大切です。 

 災害は突然やってきます。しかし、災害に対する心構えや備えは、今日から始めること

ができます。まず、自分の命を守ること。そして、命が守られたその先の生活にも目を向

け、周りの人と支え合うこと。これからの防災教育では、そうし

た視点も大切にしていきたいと思います。 

 ２学期も、子どもたちが様々な体験や学びを通して、「自分の

命を守る力」と「周りの人とともに生きる力」を身に付けられる

よう、教育活動に取り組んでまいります。ご家庭や地域の皆様に

も、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。 
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＜９月/10 月の主な行事：変更となる場合もあります＞ 

日 曜 ９月の主な行事 日 曜 10 月の主な行事 

１ 火 始業式 ＰＴＡ役員会 ５ 月 防災学習会その２ 

２ 水 身体測定 ８ 木 就学時健康診断 

４ 金 修学旅行（6 年：広島方面 ～5 日） １０ 土 地方際 （～１１日） 

７ 月 6 年生 繰替休業日 １２ 月 スポーツの日 

１０ 木 自然の家活動（5 年：国立大洲青少年～11 日） １３ 火 スクールカウンセラー来校 

17 木 スポーツ交流事業（徳田小にて） 1８ 日 田滝の収穫祭 

２１ 月 敬老の日 １９ 月 繰替休業日（1８日と） 

２２ 火 国民の休日 
２１ 水 

西条市陸上運動記録会（予備日 22 日） 

２３ 水 秋分の日 田滝地区 人権・同和教育懇談会 

２８ 月 防災学習会 26 月 防災学習会その３ 

～ ７・８ 月 の ア ル バ ム ～ 

 

 

 

 

 

 

 

      ＜荒井さんと平和学習＞              ＜交通安全教室＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜田野小学校との交流学習＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜着衣水泳＞ 


